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研究成果の概要（和文）：  本研究は、前研究課題「近世・近代移行期における公娼制度の社会史的研究」の成
果を引き継ぎ、明治5年（1972）の「芸娼妓解放令」を契機とする近代公娼制度の再編過程について、「芸娼妓
解放令」にたいする遊廓社会の対応にくわえ、娼妓・芸妓の経験という観点から、娼妓・芸妓にとっての近代公
娼制度の歴史的意味を明らかにすることをめざした。
　その結果、娼妓・芸妓の性と生の内実に迫りうる一次史料が新たに発見され、それをもとに娼妓・芸妓の経験
からみた近代公娼制度の歴史的特質について分析を深めた。

研究成果の概要（英文）：The preset work took over the previous achievements “Study of the social 
history of the state-regulated prostitution in the early modern times, the modern shift period”. 
And this work is to clarify historical significance about "Edict for the Liberation of Prostitutes" 
and the state-regulated prostitution in modern times from the viewpoint of prostitutes.

研究分野：日本史

キーワード： 性買売　娼妓　芸妓　外国人妾　遊廓　芸娼妓解放令　ジェンダー
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研究成果の学術的意義や社会的意義
  本研究成果の学術的意義は、近代公娼制度の歴史的意味を、娼妓・芸妓自身が残した史料が極めて少なく、娼
妓・芸妓の経験の内実を伝える史料もほとんどないなかで、遊廓のなかで生きた娼妓・芸妓の経験から明らかに
しようとした点にある。近代公娼制度の実態を歴史的に解明することは、現在もつづく性買売をめぐるさまざま
な社会問題や人権問題を検討するうえで、重要な社会的意義をもつ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
本研究は、前研究課題「近世・近代移行期における公娼制度の社会史的研究」の成果を引
き継ぐものである。前課題では、明治５年（1872）の「芸娼妓解放令」を軸としてそれに直
面した地域社会とのせめぎ合いからどのような過程で近代公娼制度が成立したのかを明ら
かにすることをめざした。そこでは、しかしながら、娼妓・芸妓の存在形態や意識構造につ
いての具体的な検討がなかったために、制度的な側面の分析・考察にとどまったことが課題
としてのこった。そのため本課題は、娼妓・芸妓の性と生の実態解明に分析の主軸を置き、
近代公娼制度の歴史的特質を立体的に明らかにすることを目的に構想された。 
 
２．研究の目的 
  明治５年（1872）のいわゆる「芸娼妓解放令」の歴史的意義を再検討するために、娼妓・芸妓
の存在形態と意識構造に注目し、娼妓・芸妓を買う側の男性遊客のありかたをあわせて検討する
ことで、近代社会における性買売の実像とその歴史的特質を総合的に考察することを目的とし
た。 
 
３．研究の方法 
（１）先行研究の整理 
 娼妓・芸妓の性と生に関する先行研究の整理をおこない、娼妓・芸妓の性と生を課題とする
さいの視角をブラッシュアップする作業をおこなう。 
（２）史料の収集・整理 
 近代公娼制度と娼妓・芸妓の性と生に関する一次史料の調査および収集をおこなった。とく
に、娼妓・芸妓の実態を一次史料に即して明らかにした先行研究はほとんど無い状況で、史料
を発掘することそのものにも重きをおいて調査をすすめた。 
（３）「芸娼妓解放令」と娼妓 
 前課題であきらかとなった「芸娼妓解放令」にたいする各府県の対応の多様性をふまえて、
各府県における「芸娼妓解放令」の実施過程を、娼妓・芸妓の経験という観点から再検討す
る。 
（４）娼妓・芸妓の経験をふまえた近代公娼制度の実態解明 
 できるかぎり一次史料をもちいて、娼妓・芸妓の経験を復元することをめざす。以上から、
近代社会における性買売の構造とその歴史的特質の解明をめざす。 
 
４．研究成果 
（１）先行研究の整理 
 娼妓・芸妓の性と生に関する先行研究の整理と視角のブラッシュアップのため、数本の書評論
文を発表した。 
（２）史料の収集・整理 
 各地の文書館・史料館などが所蔵する近代公娼制度関係資料の調査・収集をおこなった。2016
年度は、新潟市博物館、相川郷土博物館、佐渡博物館、新潟県立文書館で遊廓関係史料を調査し
た。2017 年度は、山形県立図書館、鶴岡市図書館などを調査した。2018 年度は、東北歴史博物
館の遊廓関係史料（阿部家文書）の概要調査をおこなった。また、栃木県立文書館、栃木県立烏
山市教育文化振興課で那須烏山市の遊廓関係史料の調査をおこなった。さらに、近畿大学中央図
書館所蔵の「金沢遊廓芸娼妓関係文書」および滋賀県琵琶湖博物館所蔵の滋賀県八日市新地の史
料調査を実施した。2019 年度は、近畿大学中央図書館所蔵の「金沢遊廓芸娼妓関係文書」の関
連調査として石川県金沢市立玉川図書館の史料調査をおこなった。また、奈良県大和郡山市所蔵
の洞泉寺遊廓川本楼の史料を調査した。 
これまで「発見」されていなかった、近代公娼制度に関する一次史料、とりわけ遊廓の経営関
係史料、娼妓・芸妓の自身がのこした貴重な史料の所在の一部が明らかとなったことは大きな成
果である。なかでも、芸娼妓紹介業者の旧蔵史料である近畿大学中央図書館所蔵「金沢遊廓芸娼
妓関係文書」が注目される。 
娼妓・芸妓を貸座敷や料理屋に斡旋して手数料を稼ぐ紹介業者は近代公娼制度を支える人身
売買の担い手にほかならない。「金沢遊廓芸娼妓関係文書」の特徴は、こうした芸娼妓紹介業の
経営史料だけでなく、芸娼妓紹介業者と娼妓・芸妓がやり取りした書簡を多数ふくんでいる点に
ある。人身売買の担い手である芸娼妓紹介業の実態を明らかにするとともに、紹介業者と娼妓・
芸妓の関係を読み解き、娼妓・芸妓の経験から近代公娼制度の歴史的特質を明らかにするという
本課題の解明にとってたいへん重要な史料群である。本課題では、史料の紹介を兼ねて予備的な
考察をおこない、芸娼妓紹介業者の実態および紹介業者と娼妓の関係についての中間報告的な
口頭発表をおこなった。現在、論文化をすすめている。 
（３）娼妓・芸妓の経験からみた近代公娼制度の歴史的特質について 
 「芸娼妓解放令」は、人身売買を禁止し、人身売買の結果娼妓・芸妓となっていたものの身代
金を解消して「解放」するというもので、近世の公娼制度が近代的に再編される契機となった法
令である。これまで、「芸娼妓解放令」については政治史的・外交史的な観点からの研究のほか、
近年では都市社会史の視点で遊廓をふくむ地域社会構造の解明や（「遊廓社会」論）、遊女・娼妓
の経験からみた「芸娼妓解放令」の歴史的意義の解明がすすみつつある。「山梨県の芸娼妓解放



令と遊女／娼妓」は、以上のような研究動向をふまえて、遊女／娼妓が「芸娼妓解放令」をどの
ようにうけとめたのかを山梨県を事例に検討したものである。「山梨県の芸娼妓解放令と遊女／
娼妓」では、山梨県の「芸娼妓解放令」実施の過程を明らかにするとともに、ひとりの遊女／娼
妓のライフ・ヒストリーの復元を試み、遊女／娼妓にとっての「解放」の経験を娼妓の主体形成
という観点から検討した。 
 「明治初年の神戸における外国人妾について―「つる一件」から」は、遊女／娼妓の経験から
「芸娼妓解放令」や近代公娼制度の歴史的意味を考察しようとした前稿の問題意識を引き継ぎ、
明治初年の外国人妾の置かれていた状況・状態を、できるかぎり外国人妾の視点で明らかにしよ
うとしたものである。そのさい、外国人妾をとりまくさまざまな主体（公権力・遊女屋・外国人
男性・人主など）と外国人妾の関係に注目し、外国人妾の社会的・制度的な位置づけを明らかに
することをめざした。また、上述の関係性が、「芸娼妓解放令」を契機にどのように変化するの
かを検討し、「芸娼妓解放令」の歴史的意義についてあらためて考察した。 
（４）男性遊客について 
 奈良県大和郡山市所蔵の洞泉寺遊廓川本楼の「遊客名簿」の翻刻をすすめた。分析の結果は、
今後口頭発表、論文等で発信していく予定である。 
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